
 別海町の指定文化財となっている、野付小学校前の「野付の千島桜」です。看板

には次のように書かれております。 

【 明治３９年頃、野付半島から当時、３年生であった内藤儀一・安達広治他一名

が、小船で３本を運搬して、現在地に移植されたもので、そのうち一本が現在生育

しており、ここで学んだ人々の思い出の桜となっています 】 

 まさに、故郷（ふるさと）野付の自然の大事な財産ですね。推定樹齢は、１２０

歳以上と考えられていますね。 

  

 野付の千島桜  写真は全て野付中学校３年生のＳ君が撮影しました。 

  

 

   


